
 

 

令和５年度 第１回周南市文化財審議会 

 

                日時：令和５年１０月２６日（木）１３時３０分から 

                会場：周南市民俗資料館 ２階 学習室 

 

１、あいさつ 

 

 

２、新委員紹介 

 

 

３、会長、副会長の互選 

 

 

４、協議、報告  

〇文化財の調査および整備について 

【協議】 

（1）周南市民俗資料館の開館について・・・資料１ 

 

【報告】 

 〈保護活動〉 

（1）国指定文化財「大玉スギ」天然記念物再生事業・・・資料２ 

  （2）市指定文化財「福川本陣跡」整備事業・・・資料３ 

  （3）垣外遺跡第９次調査報告書・・・資料４ 

  〈普及活動〉 

（4）県指定文化財「山田家本屋」来館者５万人到達・・・資料４ 

  （5）「歴史謎解き探検」の実施・・・資料５ 

  （6）夏休み文化財関連イベントの開催・・・資料６ 

  

５、その他 

   

   

６、資料館内の視察 

   

   

   



周南市民俗資料館の開館について                 

 

〇沿革 

前身施設の新南陽民俗資料展示室は、平成１２年に旧福川幼稚園の園舎を活用して開館

した。新南陽地域において過去に収集した民俗資料を展示したほか、当地域の歴史や産

業をテーマとした企画展を開催していたが、施設の老朽化により、平成２８年から休館

としていた。令和５年８月１８日に周南市民俗資料館として再開した。 

 

〇施設概要  

・名称   周南市民俗資料館 

・所在地  周南市中畷町１５－２２ 

・構造   鉄筋コンクリート造２階建（平成７年３月築） 

・延床面積 ４８０．０６㎡ 

・部屋等  （１階）第１展示室、第２展示室、事務室 

      （２階）歴史展示室、学習室 

・展示資料 約７００点（ほか約６，０００点を収蔵） 

・駐車台数 １７台 

・入館料  無料 

・開館日  月・水・金、第１、第３土曜日 ※祝日、年末年始を除く。 

・開館時間 午前９時３０分から１６時３０分 

 

〇オープニングセレモニー 

日時：８月１８日（金）９時３０分～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

  

周南市民俗資料館 展示資料一覧表
2023.8.1

実物
写真・イラ

スト
説明文

漁業 48 55 20 30 5

度量衡 19 20 14 0 6

農業 46 47 33 12 2

商工業 70 118 87 23 8

窯業 34 40 21 12 7

紙漉 30 44 28 11 5

製塩業 11 15 3 10 2

その他 0 0 0 0 0

小計 258 339 206 98 35

衣食住 53 91 91 0 0

生活、娯楽 50 69 68 0 1

その他 1 1 1 0 0

小計 104 161 160 0 1

古墳・出土品 42 70 44 14 12

歴史 46 58 7 49 2

町の様子 24 26 0 26 0

その他 3 3 0 3 0

小計 115 157 51 92 14

歴史 47 47 0 29 18

町の様子 6 13 6 4 3

その他 1 4 0 4 0

小計 54 64 6 37 21

423 227 71

品目数合計 531

展示資料合計 721

展示室名 分類 品目数 数量
内訳（資料種別毎の数量）

第一展示室

第二展示室

歴史展示室

ロビー・階段

分類別 小合計



 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    



国指定文化財「大玉スギ」天然記念物再生事業          資料２ 

 

１ 大玉スギの概要 

名 称 天然記念物大玉スギ  

構造形式及び寸法 スギ、高さ３４ｍ、胸高幹周１０.５ｍ 

所 在 地 周南市大字須々万本郷 

指 定 年 月 日 昭和５年８月２５日 天然記念物 

所 有 者 飛龍八幡宮（宗教法人八幡宮） 

管 理 団 体 周南市 

 

２ 事業の目的 

  令和３年度に実施した空洞化診断により、倒木の危険性が高いことが判明した天然記

念物大玉スギについて、その保護を目的とし倒木対策その他の対策を国庫補助事業とし

て実施するもの。 

 

３ 事業の概要 

 緊急安全対策として早期にケーブリング※1による倒木対策を行い、その他の必要な対

策は、専門家等による検討委員会で検討のうえ実施する。（事業期間：令和５年度～７年度） 

※1 ケーブリングとは 
  ポリプロピレン製のコブラロープを当該樹木に取付け、地面や他樹木の根元に結び付けて引く工
法。樹木の生長を妨げることなく、強風などの瞬間的な強い負荷にも耐えることができ、万が一倒
木した場合でも倒れる方向の調整が可能と言われている。 

 

４ 年度別事業計画 

年度 実 施 内 容 備  考 

５ 

ケーブリング（5/9） 倒木対策 

高所診断（7/19） 折損の可能性のある枝の調査 

検討委員会（7/19、10/2） 次年度以降の事業の協議 

６ 

枝折れ対策にかかる診断 外観診断、音響波断面画像化機器による腐朽・空洞率調査 

ケーブリング 枝折れ対策（折損の危険性が高い枝のみ実施） 

検討委員会 診断に基づき枝折れ対策について協議 

７ ケーブリング 枝折れ対策 

 

 



資料３ 

市指定文化財「福川本陣跡」整備事業         

 

〇事業概要 

令和５年５月に、市史跡「福川本陣跡」指定地内の「モッコク」の根元で２本に分かれ

た幹のうち１本について、強風により倒れたため、文化財所有者が緊急に対策を講じた。 

史跡保護のため、倒木を撤去したほか、残ったもう一本の幹についても倒れた場合に近

隣住宅への被害が想定されることから、上層で繁茂した枝を剪定して軽量化し、仮に倒

れた場合に門など建造物への被害がないよう整備した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



資料４ 

垣外遺跡第９次調査報告 

〇事業概要 

周南市久米で区画整理事業に伴い発見された垣外遺跡の発掘調査に係る調査報告。平

成２４年度から平成２８年度まで１２次にわたる発掘調査を実施し、平成２７年度か

ら順次報告書を刊行。 

本年度は、第９次調査の報告書刊行を予定。 

 

〇第９次調査 

〔調査期間〕 平成２６年１２月８日～ 

平成２７年１月２１日 

〔時  代〕 中世 

〔主な遺構〕 土坑、畝状遺構、柱穴 

〔主な遺物〕 土師器皿、鍋、須恵器壺、青

磁、宋銭など 

 

 

山口県指定有形文化財「山田家本屋」移設後来館者５万人到達    

 

・平成１５年の県総合庁舎建設に伴い、毛利

町から現在の湯野に移築復元し、来館者が

２０年目で５万人に到達した。 

・５万人目の来館者には、市教委から記念証

を、山田家本屋保存会から記念品を贈呈 

 

ＳＫ５土坑遺物出土状況 



「歴史謎解き探検」の実施について               資料５ 

〇趣旨 

謎解きという遊びの要素を加え、児童に周知される機会の少ない『陶氏』や周南市の

歴史を知るきっかけをつくることを目的とした。 

 

開催日程：令和 5 年 7 月 21 日（金）～9 月 18 日（月・祝） 

 

開催場所：徳山港町、周南市役所、文化会館エリア 

 

  主な対象：市内の小学 5 年生～6年生 

 

 

〇イベント内容 

①徳山市街地に散在する文化財（看板）10 か所を巡りながら、

謎解きに必要なキーワードやクイズの答えを探す。 

②集めたキーワードをもとに謎を解き、隠された場所（答え：

美術博物館）へ向かう。 

③「私はだれでしょう」カードを受付でもらい、最後の謎（答

え：陶弘護）にチャレンジする。 

③謎解き・クイズの正解者には景品（陶弘護クリアファイル、

20 周年ノベルティグッズ）が贈呈される。 

 

〇開催実績 

  【参加者数】大人 57 人、子ども 71 人、計 128 人 

参加者アンケートより、「また参加したい、楽しかった」「（陶弘護を）

知らなかった」との感想が 9 割を占めた。このことより、周南市の

歴史について多数の児童に知ってもらうという目的は達成できた。 

 

〇今後の課題 

・猛暑のため想定より参加者が少なかったと考えられる。 

・対象を小学 5 年から 6 年としたが、園児や低学年の参加者もあったため、幅広い年

齢層を対象とした方が良い。 

・美術博物館の入館料を無料にしたり、景品を見直しチラシ等で広告したりすること

などにより参加者を増やす工夫を検討する。 

・企画段階で中学生に関わってもらうなど、中学生を対象とした事業も検討する。 

 

〇まとめ 

  ・参加者アンケートより、チェックポイントの文化財を知らなかった参加者がほとん

どであることが分かったが、一方で自由記述欄には知りたい周南の歴史について記

述があり、身近な歴史に関心を持っている市民は多いと思われる。今後も市内の各

地域で、地域に密着した文化遺産等の啓発を目的としたイベントを実施し、文化財

保護活動の推進を図っていく。 

  ・周南市民俗資料館関連イベントとして、冬休みから 2月頃にかけて福川南地区の歴

史謎解き探検を開催する。 



資料６  

夏休み文化財関連イベントの開催            

 

 〇事業概要 

主に小学生を対象とした文化財保護啓発イベントとして、以下の５箇所で開催。 

周南市民俗資料館収蔵資料の出張展示と工作教室をあわせて実施した。 

 

開催日 開催場所 内容 参加人数 

7/25 富田東地区コミュニ

ティセンター 

勾玉つくり 

古墳出土品の出張展示 

２８人 

7/28 湯野小学校児童クラ

ブ 

キャンドルつくり 

船模型等の出張展示 

３２人 

7/31 徳山港町庁舎 勾玉つくり 

古墳出土品の出張展示 

１９人 

8/2 秋月市民センター キャンドルつくり 

船模型等の出張展示 

２０人 

8/2 富田東地区コミュニ

ティセンター 

勾玉つくり 

古墳出土品の出張展示 

４７人 

                              １４６人 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勾玉つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海砂・シーグラスジェルキャンドルつくり  船模型出張展示 


